
専門学校 未来ビジネスカレッジ

自己点検評価報告書
（２０２３年度）
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目次（評価項目一覧）

１　教育理念・目標

● 学校の理念や社会のニーズを反映する教育目的・育成人材像は明確に定められているか（専門分野の

特性が明確になっているか）

● 学校における職業教育の特色は明確になっているか

● 学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想等が学生・保護者等に周知されているか

２　学校運営

● 教育方針や教育目的等に沿った運営方針が策定されているか

● 運営方針に沿った事業計画が策定されているか（教務・財務意思決定システム制度は整備されているか）

● 学校運営に関する（事業計画、予算編成、教育活動等）に対する評価を結論としてとりまとめた評価報告

書を作成しているか

● 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化され、人事、給与に関する規定も含め、有効に機

能しているか

● 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか

● 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか

３　教育活動

● 教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか

● 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえ、修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確

保は明確にされているか

● 教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

● 講義および実習に関するシラバスは作成されているか

● 学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施しているか

● 適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか（教育内容およびその評価方法、手段、スケジュー

ルは適切か）

● 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか

● 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか

● 人材育成目標の達成に向け各授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか

● 関連分野における業界等との連携において、優れた教員（本務・兼務含む）を確保するマネジメントが行

われているか

● 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成等資質向上のため

の取組みが行われているか

● カリキュラムは自主学習を含む学習時間・学習方法を、学生の生活時間や学習時間に配慮して設計され

ているか

● 学生の成績情報等への閲覧権限が適切に設定されているか
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４　学修成果

● 就職率の向上が図られているか

● 資格取得率の向上が図られているか

● 入学者に対する卒業率はどうか（過去3年間）

● 在校生の社会的な活動に対し、それを把握し評価する体制があるか

● 教育・訓練および実習等を委託する場合、その目的、要望事項およびそれに対する評価項目等の依頼を

明確にしているか

５　学生支援

● 進路・就職に関する支援体制は整備され、それはきちんと学生や保護者に周知されているか

● 学生相談に関する体制は整備されているか（相談窓口が設置されているか）

● 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

● 学生の健康管理を担う組織体制はあるか

● 課外活動に対する支援体制は整備されているか

● 学生の生活環境への支援は行われているか

● 保護者と適切に連携しているか

● 卒業生への支援体制はあるか

● 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

● 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組みが行われているか

６　教育環境

● 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

● 防災に対する体制は整備されているか

● 自己学習に必要な図書室ないし図書スペースおよびコンピュータが利用できる環境を設置しているか

● 学校施設・備品等が定期的に管理・点検されているか

７　学生の受入れ募集

● 学生募集活動は、適正に行われているか

● 学納金は妥当か

● 学力の不足や障がいに対する特別な対応をしているか

８　財務

● 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

● 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

● 財務について会計監査が適正に行われているか

● 財務情報の公開の体制整備はできているか
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９　法令等の遵守

● 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

● 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

● 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか

● 自己評価結果を公開しているか

１０　社会貢献・地域貢献

● 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献、学生のボランティア活動を奨励や支援、地域に

対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか
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１　教育理念・目標

（１）採点 優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

3

4

4

（２）現状

● 「学校における職業教育の特色は明確になっているか」という点に関し、オープンキャンパスや進路ガ

イダンスなどにおいて、年間を通して各学科が授業に取り入れている「企業連携授業」や「職業実践カ

リキュラム」の実例を本校の学びの特色として積極的にＰＲした結果、一定の理解と評価を得ることがで

きた。

２　学校運営

（１）採点 優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

3

3

3

3

3

3

（２）現状

● コンプライアンスの体制、整備については順次研究を進め整備に努めている。

評価項目

学校の理念や社会のニーズを反映する教育目的・育成人材像は明確に定められているか（専門分野の
特性が明確になっているか）

学校における職業教育の特色は明確になっているか

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想等が学生・保護者等に周知されているか

評価項目

教育方針や教育目的等に沿った運営方針が策定されているか

運営方針に沿った事業計画が策定されているか（教務・財務意思決定システム制度は整備されているか）

学校運営に関する（事業計画、予算編成、教育活動等）に対する評価を結論としてとりまとめた評価報告
書を作成しているか

運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化され、人事、給与に関する規定も含め、有効に機
能しているか

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか

教育活動等に関する情報公開が適切になされているか
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　３　教育活動

（１）採点 優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

4

4

4

4

4

3

3

4

3

4

3

4

3

（２）現状

● シラバスについては各主要協会の規定に基づき必要なカリキュラムを作成し、年度初めに学生に配布

している。（トータルビューティー学科）

● 連携においては現時点でも特に問題なく進められている。（トータルビューティー学科）

● シラバスは毎年作成し学生に周知している（ブライダル・ホテル学科）

● 業界各企業と連携をし、学生にとって有益な授業が展開できている。（ブライダル・ホテル学科）

● 科目ごとのシラバスは全て規定通り作成し学生にも周知している（医療秘書学科→医歯薬アシスタント学科）

● 学会への参加、自己研鑽の為の研修に参加している（医療秘書学科→医歯薬アシスタント学科）

● シラバスは科目毎に作成し、学生に周知している。（動物看護師学科→MIA）

● 動物看護分野においては国指定カリキュラムを実施する教員が確保できるよう、県獣医師会および地

元の動物病院など関係各所との信頼性構築に努める。（動物看護師学科→MIA）

● 専門分野における研修会等への参加を推奨している。（動物看護師学科→MIA）

● シラバスは科目毎に作成し、学生に周知している。（ペットライフケア学科→MIA）

● トリマー分野における教員確保のための業界内連携は引き続き今後の課題であり、関係各所との信頼

性構築に努める。（ペットライフケア学科→MIA）

評価項目

カリキュラムは自主学習を含む学習時間・学習方法を、学生の生活時間や学習時間に配慮して設計され
ているか

教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえ、修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確
保は明確にされているか

教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

講義および実習に関するシラバスは作成されているか

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施しているか

適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか（教育内容およびその評価方法、手段、スケ
ジュールは適切か）

職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか

人材育成目標の達成に向け各授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか

関連分野における業界等との連携において、優れた教員（本務・兼務含む）を確保するマネジメントが行
われているか

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成等資質向上のため
の取組みが行われているか

学生の成績情報等への閲覧権限が適切に設定されているか
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● 専門分野における研修会等への参加を推奨している。（ペットライフケア学科→MIA）

● 各学科年2回の教育課程編成委員会を開催し、学科長を中心に外部委員のご意見を協議し教育課程

等を策定している。

● 学則による教育過程より授業の難易度、優先順位を勘案し面積図（期間対応の授業計画書）を作成し、

体系的に立案し学生に周知している。

● シラバスを教科ごとに作成し学生への配布（データ含む）、また、ホームページでも公表している。

● 学生授業アンケートを年4回実施し、科目担当者にフィードバックし、授業改善に取り組んでいる。授業

参観を行い授業の質向上に努めている。

● 学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会でのご意見を授業やシラバス作成に活用している。

● 各科目のシラバス及び学生の手引きにより、成績評価・単位認定方法、卒業判定の基準は明確に定め

られている。

● 教員の確保については専門知識・技術等の教育と学級運営・学生指導等を両立できる人材が少なく

苦労している。

● 教員の資質向上のための研修会参加等は奨励しており、各種研修・技術講習会に参加している。

● 時間割作成では自主的な学習時間や生活時間が確保できるように1日の授業連測的に配置するよう

工夫している。

● 外部講師の皆様のご指導で就職しから役立つ「コミュニケーション能力」を強化出来る授業を増やしてい

ます。（パティシエ・ブーランジェ学科）
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　４　学修成果

（１）採点 評価基準：優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

4

3

3

4

4

（２）現状

● 検定取得率向上のため、十分な学習時間を設定し反復練習を重ね、合格率は例年並みを維持。取得

率が上がった検定もあるが、下がったものもある。（トータルビューティー学科）

● ブライダル系検定、ホテル系検定共に合格率100％。（ブライダル・ホテル学科）

● 対策授業に十分な時間をかけて指導している。（ブライダル・ホテル学科）

● 目標検定である診療報酬請求事務能力認定試験の取得率が例年より下がる結果となった。

他の検定試験については例年通り高い取得率となっている。（医療秘書学科→医歯薬アシスタント学科）

● 愛玩動物飼養管理士 学科合格率95%（動物看護師学科→MIA）

● 愛玩動物看護師国家試験対策授業、補講の実施に注力している（動物看護師学科→MIA）

● 愛玩動物飼養管理士検定2級　学科合格率81.4%(年度末の再試験に向け対策中）（ペットライフケア学科→MIA）

● サロントリマー検定合格率：1級90%　　2級は2月の検定に向け技術指導に努める。（ペットライフケア学科→MIA）

● 家庭犬トレーナー検定合格率：1級87%　2級100%（ペットライフケア学科→MIA）

● 今後も高い合格率を維持するため、授業法と成果を教員間で共有・強化し、資格試験に対応してい

く（ペットライフケア学科→MIA）

● 就職活動出陣式、就職ラリーなど意識面と実技面で就職率の向上に努力している。また、業界経験者

がクラス担任でアドバイスをし、就職部とも密に連携をとる。

● 求人開拓と選択肢の幅を広げるために、専任の求人開拓要員がいる。

● 就職意欲のある学生は最後までサポートし、９０％後半の内定率となっている。

● 昨年度を7ポイントほど下回ってしまった。

● 地域イベントにボランティアや授業として参加している。各コンペティションやコンテストに参加し、受賞

した学生もおり、学校HPの掲載や新聞等にも取り上げ頂いた。

● 学外実習時の依頼通知及び実習後に評価を頂いている。

評価項目

就職率の向上が図られているか

資格取得率の向上が図られているか

入学者に対する卒業率はどうか（過去3年間）

在校生の社会的な活動に対し、それを把握し評価する体制があるか

教育・訓練および実習等を委託する場合、その目的、要望事項およびそれに対する評価項目等の依頼
を明確にしているか
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　５　学生支援

（１）採点 評価基準：優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

3

3

4

4

4

3

3

3

3

3

（２）現状

● 卒業生に声をかけ同窓会を開催した。現在所属している企業同士で交流を持ち、情報交換などに

一役買えたと思う。（クリエイトデザイン学科）

● 予定通り実施できている。（医療秘書学科→医歯薬アシスタント学科）

● 1年に一度健康診断を校内で開催している。保健室、非接触体温計、消毒薬の設置、日々の体調確

認、衛生の維持・向上を図り学生の健康の確保に努めている。

● スポーツ大会など開催し他者と協働する中での学びや運動不足解消、健康促進に学校全体で努めて

いる。

● 各種イベントで意識面の啓発と就活テクニックのブラッシュアップを心掛けている。

● 就職保護者説明会、父兄面談、国家資格キャリアコンサルタントによるキャリア面談などを行う。

● 卒業生を招いて就活と仕事人生について話を全員で聞く機会を設けている。

● 学校HP上に卒業生からの就職問合せコーナーを設置、個別の卒業生からの問い合わせに電話や

対面で応対。

● 卒業アルバム配布時に近況報告書と学校アンケートを同封し、必要に応じて対応する。

● 企業訪問時に出来る限り卒業生と話す機会を作ってもらい意見交換をする。

● 外部カウンセリングの体制は整っており、新入生は全員1回実施し,希望者は複数回カウンセリングを

実施した。

● 新入生対象の保護者説明会はオンデマンド形式で実施した。成績書送付時に学生生活に関する問い

合わせが出来るよう返信ハガキを同封し、ご意見等を頂いている。問題行動のある学生には保護者等

へ電話連絡をし、改善されない場合は来校頂き個別面談を実施した。

● 公共訓練を委託され5講座実施した。

● 学べるキャリア出張講座と高校に講師を派遣し講義を実施した。

学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

評価項目

進路・就職に関する支援体制は整備され、それはきちんと学生や保護者に周知されているか

学生相談に関する体制は整備されているか（相談窓口が設置されているか）

学生の健康管理を担う組織体制はあるか

課外活動に対する支援体制は整備されているか

学生の生活環境への支援は行われているか

保護者と適切に連携しているか

卒業生への支援体制はあるか

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組みが行われているか
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　６　教育環境

（１）採点 評価基準：優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

4

3

4

4

（２）現状

● 各業界の協会が設定する必要な設備・備品の整備がされメンテナスも定期的に行っている。また、

機材・備品リストなどエビデンスの作成がなされている。（トータルビューティー学科）

● 今年度は美容脱毛機器の最新機種を導入し、エステティックメニューのニーズに合わせた実習を行え

るようにした。（トータルビューティー学科）

● 備品リストに基づき、確認整理を実施している（ブライダル・ホテル学科）

● 実習室の施設・設備リスト、備品リストに基づき、確認整理を実施している（動物看護師学科→MIA）

● 実習室の施設・設備リスト、備品リストに基づき、確認整理を実施している（ペットライフケア学科→MIA）

● 4月に全校避難訓を実施し避難経路の確認、検討をしている。

● 各種防災設備点検の実施と報告、また、避難経路図や防火管理計画を見直し更新している。

● 校舎変更に伴い、新リストの作成および作成されたリストに基く設備･備品の管理に努める。

（動物看護師学科→MIA）

● 校舎変更に伴い、新リストの作成および作成されたリストに基く設備･備品の管理に努める。

（ペットライフケア学科→MIA）

　７　学生の受入れ募集

（１）採点 評価基準：優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

4

3

4

（２）現状

● 今年度から学生募集ツールとしてLINE連携システムを導入。その他Instagram広告なども使って広報を

行い、高校生のニーズに合った手法で即時的かつ効果的な広報活動を行った。

● 入学時の基礎学力試験や、担任による学生面談後に懸案学生の報告会を実施し情報共有をしている。

発達障がいに対しては専門家に来校して頂き、複数回のカウンセリングや担任に学生対応等のご意見

を頂いている。

自己学習に必要な図書室ないし図書スペースおよびコンピュータが利用できる環境を設置しているか

評価項目

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

防災に対する体制は整備されているか

学校施設・備品等が定期的に管理・点検されているか

評価項目

学生募集活動は、適正に行われているか

学納金は妥当か

学力の不足や障がいに対する特別な対応をしているか
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　８　財務

（１）採点 評価基準：優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

4

3

3

4

（２）現状

● 適切に行われている。

　９　法令等の遵守

（１）採点 評価基準：優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

3

4

3

4

（２）現状

● 適性な運営がなされている。

　１０　社会貢献・地域貢献

（１）採点 評価基準：優良…4　適切…3　やや不適切…2　不適切…1

評価

4

（２）現状

● 運営方法を予約制にするなど工夫をし地域の方々に学校公開を実施することができた。分野別に用

意した体験学習を学生が中心となり運営ができ、社会とのつながりを感じることができるイベントとなっ

た。（学）

● 中学校や高校から出張講座の依頼をいただき出向き、職業分野別に実践的な職業体験学習を受講

していただくことができた。（学）

評価項目

評価項目

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

財務について会計監査が適正に行われているか

財務情報の公開の体制整備はできているか

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献、学生のボランティア活動を奨励や支援、地域に
対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

自己評価の実施と問題点の改善を行っているか

自己評価結果を公開しているか

評価項目
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